第1章　策定の基本的な考え方
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１ 策定の背景
私たちの生活を取り巻く環境は、近年速いスピードで変化をしていますが、この社会情勢のなかで、安全や健康、生活環境の保全といった分野に強い関心を寄せるようになり、個人の生きがいの探求、個性的な地域づくりなどの文化的なものへの志向が強まっています。

また、現在直面している情報ネットワーク社会、国際化社会、循環型社会、少子高齢社会などの社会潮流は人々の意識や価値観に大きな変化をもたらし、生活のさまざまな分野に影響を与え、新たな文化をつくりだすものと予想されます。

このような多様な価値観の共存する社会のなかで生活や社会を支え、精神的な満足感をもたらすものとして、文化の持つ役割は大きいものとなり、社会が成熟するほど文化の持つ重要性はますます高まっています。

文化とは、単に芸術や文化財、あるいは文化施設をいうのではなく、科学、技術、教育、言語、習慣、宗教、政治、経済など人間の活動の諸部門を包括するものといえます。都市の環境や景観、そして、一人ひとりの日々の生活習慣や衣食住などの暮らし、そこから生まれる価値観、生活様式も生活文化としてとらえることができます。
鎌倉は長い歴史を持ち、とくに鎌倉幕府が開かれて以来八百余年に及ぶ時代を経た歴史と、明治期以降に鎌倉に移り住んだ市民社会のリーダーたちにより花開いた文化を併せ持っています。また、世界に誇る貴重な歴史的遺産と、明るく広がる海や緑豊かな山に代表される美しい自然環境に恵まれ、多くの人たちが鎌倉に魅力を感じています。
このような背景のなかで、２１世紀初頭この鎌倉に新たな地域文化を創造し発信するには、どのようなことに留意すべきか、文化の持つ役割が大きくなるこの時代に、改めて鎌倉の文化に対する取り組み姿勢を明らかにすることが求められます。
２ 策定の視点
このプランは、鎌倉の文化の形成を振り返り、日々の生活のなかで形づくられる文化を検証し、継承・発信という形で将来の新たな文化の創造につなげていこうとするものです。
(1) 文化の継承や保存の仕組みづくり
鎌倉は古代・中世から近代に至る豊富な歴史的遺産と文化的遺産を蓄積してきましたが、近年それらの遺産の滅失や散逸、建築物・景観の喪失がみられるようになってきています。

このような状況に対応するため、歴史的遺産と文化的遺産の継承方法と保存管理体制の確立が必要です。

また、隣接する市や国・県との連携・交流や、市民や観光客が鎌倉独自の文化に触れ、これを身近に感じられるような機会の提供や環境の整備も求められています。

(2) 将来にわたる鎌倉の文化創造と発信の仕組みづくり
古代・中世から近代を経て、現代に至る歴史を大切に継承し、芸術面や生活面での文化を次代に伝え、発信していくことが求められています。また、さまざまな文化活動や芸術活動を通じ、新たな鎌倉の文化を創造・発信していくことが必要です。
(3) 21世紀の市民のライフスタイルを支える支援と仕組みづくり
これからの時代は、今にも増して価値観やライフスタイルの多様化や多方面での市民活動の活発化が予想されます。また、誰もが安全で健やかで、心豊かに暮らせることが文化の基礎条件でもあります。そのため、市民、市民団体、ＮＰＯ等の各種活動団体、各種経済団体、企業、行政が連携しながら、文化を支援していく仕組みづくりが必要です。
３ プランの位置づけ
　　

「鎌倉市文化推進プラン２１」は、「市民自治の確立」「人間性豊かな地域づくり」「環境共生都市の創造」をまちづくりの基本理念と定めている第３次鎌倉市総合計画の個別プランとして位置づけられます。

厳しい経済情勢や財政状況下での策定を余儀なくされるなか、引き続き第３次鎌倉市総合計画の個別プランとして位置付けられており、２１世紀は平和のなかで成熟した文化を享受できるものと確信し、平成15年1月の策定時から生じたデータの陳腐化を現況に合わせるための改訂を行います。

４ 今後のプラン
昨今の社会情勢は、情報ネットワークの発達、循環型社会への転換、少子高齢社会の進展、国際化など大きな質的変化を余儀なくされることが予想されます。これらの情勢を的確にとらえ、必要に応じ適時プランの修正を行います。
第２章 プランの基本理念
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 このプランは、第３次総合計画で定められた鎌倉の将来像である「古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち」を実現するための６つの目標である

  １ 人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち

  ２ 歴史を継承し、文化を創造するまち
  ３ 都市環境を保全・創造するまち
  ４ 健やかで心豊かに暮らせるまち
  ５ 安全で快適な生活を送れるまち
  ６ 活力ある暮らしやすいまち

を念頭に置いて、鎌倉のもつさまざまな文化の側面をとらえようとするものです。

  鎌倉の文化は、古代並びに中世武家社会から続く歴史と豊かな自然環境のなかで、在来の文化と新しい文化が出会い刺激し合いながら、人々の生活の中でつくられてきました。

  この鎌倉の文化を考える場合、歴史の中でつくりあげられた建造物や歴史的遺産などの「形のある文化」と、人々の生活の中で築きあげられた伝統芸術や伝統芸能、質実剛健の気風、自然と調和する精神、市民活動の精神などの「形のない文化」に分けて考えることができます。

  海と山の美しい自然環境と歴史的遺産、人々の生活の中にはぐくまれてきた精神など、古代から中世、そして現在に続く文化を継承し、将来に向けて創造・発信していくことを基本理念とします。
鎌倉市の人口構成推移
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（国勢調査及び鎌倉市将来人口推計調査）※2015年以降は推計です。
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第３章　鎌倉の文化について　
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　鎌倉の文化の形成に大きな影響を与えているものとして、「中世武家社会の歴史」「寺社再興と民衆の力」「明治以降の文化人や政財界人たちの活動」「平和をバックボーンとした生活」「地域住民による市民活動」「緑豊かな環境」「温かい光溢れる海」などが挙げられます。
　これらを歴史という縦軸で見ると、源頼朝が築いた鎌倉幕府の文化、明治期以降とりわけ明治22年（1889年）の横須賀線開通以後の文化人、政財界人たちが移り住み花開いた文化が挙げられます。

　また、自然環境という横軸で見ると、三方を山に囲まれた緑豊かな環境と、南側に海を臨む温暖で光溢れる自然環境によりはぐくまれた文化、そのかけがえのない自然環境を守ろうと立ち上がった市民活動の文化などが挙げられ、これらが鎌倉の文化を形成してきたといえます。
　また、これらのことは21世紀の鎌倉の文化を形成していくうえでのバックボーンでもあります。
１　武家政治発祥の地としての文化　  

鎌倉は一方が海、三方を山に囲まれているという地形上の特徴があり、要害の地で海上交通の要地でした。
源頼朝は源氏ゆかりの地であり要害の地である鎌倉に幕府を開き、大倉の地に御所を構えた後、道を整備し、源氏の守り神である八幡宮を御所の近くに移し、御所の南東側には氏寺として勝長寿院を建立し、鶴岡八幡宮と由比ガ浜を結ぶ若宮大路を整備しました。
また、三方を山に囲まれていることから出入り口としての「切通」をつくりました。

巨福呂坂、朝夷奈切通、大仏切通、仮粧坂、亀ヶ谷坂、名越切通、極楽寺坂の切通は鎌倉七口と呼ばれています。
そして、東国の首都として、京や奥州などの各地を結ぶ道も整備していきました。京鎌倉往還に新しい宿が設けられると、その地の地頭や守護が管理・整備することとし、奥州に向けては、上道・中道・下道などのルートを経て、奥大道という奥州縦貫道へとつながっていきました。
各地には鎌倉に向かう「鎌倉道」と称される道も次第に整備され、東国の首都から事実上日本の首都となりました。また、伊豆や金沢からの海の道も整備されました。この鎌倉の都市の骨格は、現在の鎌倉らしさをつくる都市環境を形づくったといえます。

海から鎌倉に入るため由比浦は日本各地からの船で賑わいましたが、遠浅で船荷の上げ下ろしに不便だったばかりか、風雨も強く難破する船も数多くあったため、勧進上人往阿弥陀仏は貞永元年（1232年）、執権北条泰時の協力を得て築港に着手しました。その工法は丸石を積み上げるというもので、わずか１か月足らずで完成しました。この港が現存するわが国最古の築港址である和賀江嶋であり、舟船の着岸に利便を与え物資の流通を盛んにしました。その後、江戸期にも修理が行われ現在に至っています。
この鎌倉の地を支えた武士は、それまでの貴族の伝統文化を吸収し、質実剛健な気風を加えて、彫刻や絵画の世界に、写実的で力強い新しい風を吹き込みました。日中間を往来した僧や商人たちによりもたらされた宋・元文化の影響も強く、円覚寺舎利殿の唐様の建築様式や禅宗寺院の五山制度もその一つです。また、この時代は精神生活の面からも多くの新しい機運がもたらされました。

それとともに武家政治の中心地として人口が増大し、中世都市が発展しました。そこに大きな展開をみせたのが仏教でした。鎌倉仏教と呼ばれ、民衆の救済を特色とし、法然が浄土宗、親鸞が浄土真宗、一遍が時宗、栄西が臨済宗、道元が曹洞宗、日蓮が日蓮宗を唱え、武士や庶民の心をとらえ広い階層に信仰が広まっていきました。この仏教の広まりにより建長寺、円覚寺、寿福寺、浄智寺、浄妙寺の禅寺五山などの建立や、高徳院清浄泉寺の本尊である大仏の建立などが行われ、これらは現在の鎌倉のランドマークにもなっています。

２ 寺社再興と民衆文化（江戸期）

元弘３年（1333年）の鎌倉幕府滅亡後、足利氏は京都に幕府を開きました。一方、鎌倉には鎌倉府が開かれ関東10か国の首府として栄えましたが、鎌倉と京都の対立が激しくなり、康正元年（1455年）足利氏が鎌倉を追われ古河に去ってからは、鎌倉は権力につながることのない歴史上の地域となり、内陸部には中世の権力者たちが造営した寺社が散在する農村地帯があり、海岸沿いには漁村が分布していました。
平戸の英国商館長コックスが元和２年（1616年）に鎌倉を訪れた際に、「今では町はなく、いくつかの山々に囲まれた気持ちよい谷間のあちらこちらに家々が散在しているばかりである。その間にいくつかの極めて華麗な仏塔と剃髪した婦人の尼寺が一宇ある。」と記しています。

また、寛永10年（1633年）、鎌倉五山などを訪れた臨済宗僧侶沢庵の｢鎌倉順礼記｣にも荒廃した寺院の様子が記され、「兵どもが夢の跡」を偲んでいます。

このような状況にあった鎌倉の中で寺社の復興の過程をみると、江戸初期に鶴岡八幡宮が幕府の直轄となり、幕府の大社として重んじられ幾度かの修理が施されました。

水戸徳川家の英勝寺創建や円覚寺と東慶寺の仏殿再建、建長寺方丈の再建、大名家による寺社の復興など、徐々に寺社の再興が図られていきました。

18世紀後期には、建長寺山門と円覚寺山門、19世紀前期には建長寺法堂と鶴岡八幡宮上宮、19世紀中期には妙本寺祖師堂と光明寺三門などの造営が行われ、それまでの紀行に記されていた寺社の衰退状態を克服して大きく復興していきました。
鎌倉の地は16世紀後期には寺社領が認められ村の多くは寺社領となり、寺社は民衆に対して地頭としてのぞみ、領内農民に年貢収納や労役の提供を割り当てました。

時代が降って幕末になると、各寺院は祠堂金運用の名目で役所を設け、門前の有力者を役人に仕立て各地の富豪から出資金を募り、それを民衆に年一割の利息で貸し付けるいわゆる金融業をかなり大規模に行っていたようで、こうしたことは門前に商人や職人を集める誘引にもなりました。

一方、水戸光圀が編さんした「新編鎌倉志」（17世紀後期）をはじめ、「鎌倉物語」などに代表される鎌倉めぐりの案内書、司馬江漢や渡辺崋山、安藤広重らが鎌倉を訪れた際の紀行文や絵図を書き記した案内書が出まわると市内は賑わいを取り戻すようになっていきました。

また、この時代は民衆文化が華やかな成長をした時期でもありました。歌舞伎や人形浄瑠璃が盛んになり、いわゆる時代物、世話物、お家物などの作品が演じられました。鎌倉時代の人物や出来事を脚色した作品として義経千本桜、曽我の対面、勧進帳などが有名ですが、元禄期（1688年～1704年）を除き、実在の事件をそのまま劇化することが禁じられたため、仮名手本忠臣蔵、青砥稿花紅彩画（通称白浪五人男）、鎌倉三代記など数多くの作品が鎌倉を舞台とし、あるいは鎌倉時代の人物になぞらえて構成されました。

これらの作品により、鎌倉は中世の歴史豊かな古都として人々の憧れの地となり、江戸町民が古蹟探訪をしたり大山詣での帰りに立ち寄ったり、江ノ島弁財天や金沢八景に近い地として遊覧をしたり、鎌倉は観光の地として趣を整えていくようになります。
大きな寺社の門前や交易の市がたつ場所には民家が連なり、特に鶴岡八幡宮は徳川家康の再興により門前である雪ノ下への社人の集住や門前宿の整備が行われ、鎌倉随一の門前町の町並みを形成しました。「鎌倉紀」には享保11年（1726年）の雪ノ下には本陣の他、門前旅篭屋が24軒あったと記されています。

雪ノ下以外でも、小町には宝戒寺門前に、扇ケ谷今小路には寿福寺門前にそれぞれ町屋が並び、長谷には長谷観音堂門前を中心に人家や旅篭が立ち並び、観音霊場として訪れる人も多く雪ノ下に比す賑わいをみせました。
鎌倉東部の漁村乱橋材木座には多くの民家が立ち並び、西部の漁村腰越にも民家三百数十戸が立ち並んでいました。
この時代の職業割合をみると農民は３分の１強で、他は寺社に労役を提供する者、職人、商人、サービス業などでしたが、農民のうち半数は専業農民ではなかったといわれています。
３　文化人たちが築いた文化（明治期以降）

江戸から一泊の行程で旅することができる古都鎌倉は、江戸中期頃から参観に訪れる人が増加しだし、門前には旅館や茶店もでき、鎌倉内の経済交易を基盤とした商家も存在し徐々に賑やかになっていきました。幕末には開港場から約40キロ四方の遊歩区域内に行動範囲を制限されていた外国人の絶好の観光地になり、訪れる外国人も増え、写真入英字新聞「ザ・ファー・イースト」によって海外にも紹介されました。

明治13年（1880年）になるとドイツ人医学者ベルツが七里ガ浜を最適の保養地と推奨し、明治17年（1884年）には、長與專齋博士も由比ガ浜が海水浴場として最適であると推奨したことから同地に海水浴場が開設されました。明治20年（1887年）には由比ガ浜に保養施設「鎌倉海浜院」が開設され、翌年、洋式ホテル「鎌倉海浜ホテル」として営業を始めました。この他、長谷には「三橋」という大旅館もあり、当時の高官や財界人たちが夏の期間、数多く逗留するようになりました。
そして、明治22年（1889年）６月に横須賀線が開通すると名所旧跡に囲まれた保養地・別荘地、あるいは陸海軍高官たちの住居地として新たな脚光を浴び、鎌倉の新たな時代を迎えるようになりました。

明治32年（1899年）に御用邸ができると別荘建築がピークを迎え、鎌倉に別荘を持つことが上流階級のシンボルにもなりました。明治35年（1902年）には江ノ電が一部開通、同43年（1910年）全線が開通し、別荘地や観光地に拍車をかけました。この別荘に住んだ旧華族をはじめ、上流社会の人々は鎌倉にさまざまな都市文化を持ち込み、外国の食料品や小物を売るハイカラな商店や映画館もこの頃にできました。
心の拠り所を鎌倉に求めてきた文士たちも多く鎌倉文士という言葉も生まれました。明治・大正期に鎌倉に移り住んだ作家には、有島生馬、有島武郎、里見　弴、芥川龍之介、島崎藤村、夏目漱石、国木田独歩、大佛次郎、久米正雄、林　不忘らがおり、閑静な鎌倉で執筆活動を行いました。文士のほか、思想、芸術、絵画、工芸、音楽、演劇等、各方面にわたる文化人や芸術家も居住し、多彩な活動を行いました。

大正時代の終わりには、一面の水田と遊水池であった大船駅東側をイギリスの「田園都市思想」をもとに、「大船田園都市・新鎌倉」として良好な住宅地の整備も計画されました。この計画の名残を大船の所々に今も見ることができます。
昭和期になると大船から片瀬間の自動車専用道路が完成し、ますます都市文化が流入してくるとともに海水浴など観光地として人気を集めるようになりました。
浜辺は昼夜、射的場やコリントゲーム場などで賑わい、地元市民も海を通じて皆で仲良く楽しめる環境をつくりあげました。
昭和９年（1934年）には、久米正雄、大佛次郎らの発案による鎌倉カーニバルの開始、昭和11年（1936年）には鎌倉ペンクラブの発足。昭和20年（1945年）には貸本屋「鎌倉文庫」が開店し戦時下で活字に飢えていた市民の心を癒やしました。そして戦後になると、昭和21年（1946年）には教授と学生が、ともに理想を追った、後に「鎌倉アカデミア」となる「鎌倉大学校」の開校など、鎌倉は日本の文化をリードしていきました。
映画関係の文化も鎌倉で花開きました。昭和11年（1936年）に松竹撮影所が蒲田から大船に移転し、富士山の見えるこの地で、いわゆる大船調の映画が制作され映画ファンの圧倒的な支持を得ました。
また、映画を通じて国際交流に貢献した川喜多長政・かしこ夫妻も戦後、雪ノ下に住まうようになり、鎌倉をこよなく愛し、海外の映画関係者を自宅に招き映画による民間外交を展開しました。また、市内に住む松竹関係の映画監督や俳優とも交流を深め、日本映画を海外に紹介することにも尽力しました。
４　市民活動にささえられた文化　  

別荘ブームに湧き立つ大正期は、政・財・官・学会のエリート層の流入と以前から住む住民との間にさまざまな軋轢が生まれました。陸奥広吉伯爵はこのまちの様子を憂いて、勝見正成、黒田清輝らとともに発起人となり、安心して住めるまちづくりを行うため大正４年（1915年）「鎌倉同人会」を結成しました。特に衛生、教育、商業、風俗などを住民が一体となって協力して改善していこうというものでした。
「鎌倉同人会」は史蹟保存、公共施設建設、衛生事業などを積極的に支援し、住みよいまちづくりを行政と一緒に展開していく市民運動の走りとなり、現在も活動を続けています。
戦後になり、宅地開発が本格化すると、鶴岡八幡宮の裏山保全のため、大佛次郎をはじめ小林秀雄、今日出海、永井龍男、鈴木大拙、中村光夫、川端康成、横山隆一、伊東深水、鏑木清方ら文化人と市民が一丸となり「御谷」の自然を守る運動を展開し、昭和39年（1964年）「鎌倉風致保存会」が誕生しました。昭和41年（1966年）には、御谷の山林1.5haの買い取りに成功し、このことで「鎌倉風致保存会」は日本のナショナルトラスト第１号といわれるようになりました。
また、この運動により「古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（古都保存法）」が昭和41年（1966年）に制定され、歴史的風土を後世まで継承するための保存措置が法律で定まりました。その後も鎌倉の自然を守る市民活動は活発に展開しており、自然環境を利用した防御的な都市として世界遺産登録を目指す運動に発展してきています。
鎌倉の恵まれた自然と気候、歴史的環境は人々を魅了し、特に昭和30年代後半以降、近隣の都市からたくさんの市民が移り住みました。鎌倉に住みたいという憧れと期待のなかで、住んで直面する地域社会の多くの課題に、自らの意思でさまざまな課題の解決に取り組む市民活動団体がたくさん生まれ、市民一人ひとりの地域に対する責任ある行動と実践が、社会の質を高めています。現在では、文化、環境、福祉、まちづくり等の幅広い分野で、市民活動が盛んになり、ますます重要視されています。
本市では、このような市民活動を支援する立場から、鎌倉と大船に２つのＮＰＯセンターをいち早く開設しました。このＮＰＯセンターは、市民活動支援施設として２年間にわたる市民と行政との協働により設置された「特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センター運営会議」という市民組織であるＮＰＯにその管理運営が任されています。
５　平和をささえる文化

市庁舎の入口脇に立つ一本のいちょうの木があります。この木は昭和24年(1949年)５月３日に開催された鎌倉平和集会を記念し、小牧近江らの提案で鎌倉駅前に植えられました。フランス大革命の「自由の木」にちなみ二度と戦争を繰り返さないという決意をこめて「平和の木」と命名されました。
この木は、一時駅前整備のため旧市役所前に移植されましたが、その後昭和46年（1971年）現在の場所に移されて平和への取り組みを見守り続けています。
昭和25年（1950年）８月には、第１回平和大会ストックホルム大会に呼応して、小牧近江、川端康成、久米正雄、高見　順、中村光夫らが発起人となり｢鎌倉平和大会｣が開催されました。
この大会で日本ペンクラブ会長を務める川端康成が次の平和宣言を朗読しました。
「鎌倉には、文化人が多く住み、文化財が遺っているが、それだけでは勿論文化都市とは言えない。文化を知り、文化を愛し、文化を守ろうとつとめてこそ文化都市である。
平和なくして文化はない。鎌倉に文化の光が薫っていれば訪れる人も平和の安らかさを思うであろう。」
この大会は神奈川県下の平和運動の始まりで、その後、昭和27年（1952年）には「海の平和祭」が開催されるなど多彩な運動に発展していきました。
そして、太平洋戦争の惨禍から復興への確かな手応えを感じはじめた昭和33年（1958年）８月10日、鎌倉市は、全国の自治体に先駆けて「平和都市宣言」を制定し、永久に平和都市であることを宣言しました。

この宣言の趣旨を生かし、鎌倉市は憲法記念講演、平和のつどいなど長年平和推進事業を積極的に行ってきました。
一方、戦争に対する平和の意味とは別に日々の生活の豊かさ、つまり安全、秩序、正義、公平、自由、平等、民主主義、人権尊重、健康、福祉、生きがい、環境保全、文化などを求めて、地道に積み上げていくという平和の精神も重要です。
鎌倉には心の豊かさや心のゆとりに支えられた生活、つまり平和をささえる文化的な豊かさがあります。
６　歴史的環境と自然環境にはぐくまれた文化　  

鎌倉は京都、奈良と並んで日本の代表的な古都といわれており、多くの歴史的遺産と豊かな自然環境が溶け合って古都の風格を醸し出しています。歴史的環境と自然環境は、市民をはじめ多くの人々から愛され、源頼朝が築造した若宮大路は、現在でも鎌倉のまちの中心軸となっており、ここを中心に広がるまち並みや山並みは最も鎌倉らしさを表現しています。
この鎌倉時代より受け継がれてきたまち並みはこれからも鎌倉の原点となるものと思われます。
鎌倉の山は温暖な気候から濃い緑の植生が覆い、寺社の森や街路樹などは緑の回廊をなし人間と共生する自然をなしています。また、鎌倉石といわれる軟らかな堆積岩が鎌倉の基盤となり、独特の谷戸の地形ができあがっています。この鎌倉石は加工が容易であったため、やぐらや切通しが掘られ、鎌倉の独自の文化を形成しました。

また、鎌倉には南側に開ける明るい海があります。鎌倉の文化は、緑の山々を背に海に向かって開ける風景のなかではぐくまれてきたといえます。
鎌倉の海は暖海性の外洋に面した海岸を持ち温暖な気候で、海に面した崖は海からの風波と太陽光や水による風化により独特の地形を形成し、この景観は多くの場所から眺望できます。

潮の香りや太陽の光など、自然の恵みをもたらす海からの光を感じたいため、鎌倉に移り住む人たちも多く、若い人々が自由な生き方を具現できる場として海岸周辺には新しい文化も形成されています。海は自然環境としてだけではなく、海水浴場や漁港など文化的な価値をもった場所でもあります。武家政治の中心であった鎌倉が明治中期に再生したのは、海水浴場が開設され、名士や外国人が避暑のために逗留し、外国仕込みのハイカラな文化が鎌倉に花開き保養地としての名声を得たことでした。
また、鎌倉は幸いにも第二次世界大戦の戦禍を受けませんでした。これは、京都、奈良と並んで貴重な歴史的遺産に富む鎌倉を米軍が空襲対象から除外したためともいわれています。

そのため、鎌倉には戦後いち早くさまざまな文化活動が花開きました。昭和21年（1946年）には鎌倉観光祭が復活し、昭和24年（1949年）から鎌倉花火大会、昭和34年（1959年）から鎌倉薪能等の観光文化行事が鎌倉市の支援の下に鎌倉市観光協会をはじめとする市民ボランティアの協力により開催され、観光地鎌倉の声価をより高めつつ現在に至っています。
第４章　鎌倉の文化の特徴と課題
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平塚市
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1.24%

藤沢市
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2.77%
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5.26%

茅ヶ崎市

2366230
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逗子市

1352133

1.48%

三浦市

50364438

12.72%

秦野市

2023199

1.49%

厚木市
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伊勢原市

1748166

4.60%

海老名市

21-21

-

座間市

27-27

-

南足柄市

63459

6.35%

葉山町

57355

5.26%

箱根町

1,9444631,481

23.82%

神奈川県全域

17,3481,42215,926

8.20%



観光客数（万人）

（平成２５年度版県勢要覧より抜粋）

宿泊率

各市の観光客数（２０１２年）


前章では鎌倉の文化の形成についてみてきましたが、鎌倉の歴史とともに培われた文化は、現在の私たちの生活の中にさまざまな形で溶け込んでいます。その文化を生かし継承・発展させていくには、私たちはどのような心構えで臨まなければならないでしょうか。
「周囲と調和を保ちながら暮らしていく」「自然や景観と良好な関係を保ちながら暮らしていく」といった事柄が文化の力を借りて実現できるならば素晴らしいことです。
この章では鎌倉の文化の特徴を明らかにして将来の課題としてどのように対応したらよいかを明らかにするため、歴史の中で形成された鎌倉の文化を｢芸術文化｣と｢生活文化｣に区分し、それぞれを「形のあるもの」と「形のないもの」に分類・整理しました。
文化における事象を挙げ、その特徴を考察し、そこから文化を継承・創造・発信していくには、どのようなことに対応していくことが必要なのかを整理しました。
　
	「芸術文化」：主に芸術分野における文化。

「生活文化」：日々の生活の中に生きている日常的な文化。

「形のあるもの」：歴史的な建造物、史跡、芸術作品など、文物として残っているもの。

「形のないもの」：生活上の習慣、行事、精神的な枠組みなど、形のないもの。




１ 武家政治発祥の地としての文化

	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸　術　文　化
	事 象
	・武家時代の彫刻や絵画
・禅宗様の建築様式
・国宝としての大仏、その他

・重要文化財としての仏像、その他

・漆絵、漆器等の埋蔵文化財

・鎌倉彫

・刀剣   ・甲冑
	・写実的で力強い作風

・連歌　　
・書道
・和歌　　
・漢詩

	
	特 徴
	・武家や仏教に支えられた文化財

・現在では観光資源としての一面を持っている
	・関東を中心とした仏教の芸術文化は武家文化の裏付けとなっている

	  生 活 文 化
	事 象
	・鶴岡八幡宮を始めとする神社

・鎌倉五山を始めとする寺

・若宮大路等の町中の道

・鎌倉と諸国を結ぶ鎌倉道

・鎌倉七口（切通、切岸など）

・防御的都市の形成

・埋蔵文化財

・現存する最古の築港址である和賀江嶋

・五輪塔  ・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ほうきょういんとう),宝篋印塔) 

・板碑   　・やぐら  
	・流鏑馬神事

・質実剛健の精神

・民衆を救済する鎌倉仏教

・禅宗寺院の五山制度

・鎌倉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(はやし),囃子) ・座禅 

・祝い唄   ・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きやりうた),木遣歌)
・数え唄   ・祭り唄 

・湯立神楽

・面掛行列

	
	特 徴
	・鎌倉の生活風景を形成している各地に鎌倉街道が残る

・鎌倉の地下に眠る都市文化

・若宮大路や切通しは現在のまちの形状となって残っている
	・僧侶の海外との往来により形づけられた精神文化は、現在にも通じる。


[image: image11.emf]（２０１５年１月７日現在）

国  宝1416315
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合 計62911467067418194225142332586
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考古

資料

絵画典籍工芸

合 計

建造物史  跡名  勝

天　然

記念物

有形


　
鎌倉には古代・中世の数多くの歴史的遺産があり、それらを文化財として保護し、次代に継承することが求められます。また、私たちが身近にそれらのものを感じ、鑑賞できる機会が増大すれば歴史への理解も深まります。

また、鎌倉時代の一所懸命の精神や互いの誇りを重んじる精神は今も私たちの精神文化の拠りどころとなっているといえます。この精神を再認識し、現代生活の糧とすることも大事なことです。
２ 寺社再興と民衆文化（江戸期）

	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸術文化
	事 象
	・創建及び再興されたさまざまな神社、仏閣、仏像


	・俳句

・川柳

	
	特 徴
	・文化資源の一翼をなす。
	・句会などに参加するため俳人が来鎌した

	生  活  文  化
	事 象
	・寺社の大改修と復興

・大仏修復

・民家や旅篭屋が建ち並んだ門前町
・十井   ・十橋   ・五名水

・「新編鎌倉志」「鎌倉物語」をはじめとする紀行文や日誌などの鎌倉案内書

・庚申塔の造立
	・寺社領が認められた

・たびたび襲った地震、津波、洪水

・鎌倉沖に異国船の来航

・富士信仰（山岳信仰）



	
	特 徴
	・大山詣でや江ノ島遊覧とともに観光地としての賑わいを取り戻す。
・寺社の門前には民家や旅篭屋が立ち並び活況を呈した。
	・寺社領が認められ、寺社が年貢収納などにあたり地頭の役割を果たした。
・地震、津波、洪水が再三襲い、寺社や民家に甚大な被害を与えた。

・寺社が出資金を募り、貸し出すという金融業を行った。
・大山詣でや江ノ島遊覧とともに観光地として賑わいを取り戻した。
・寺の復興に際し、勧進や江戸への出開帳が行われた


[image: image12.emf]指定No.名　　称構　　造延床面積（㎡）指定年月日

第1号鎌倉文学館（旧前田家別邸）

1階RC構造、2・3階

木造

1030.65平成2年10月1日

2伊藤邸（旧望洋楼）木造平屋建161.10平成2年12月1日

3篠田邸（旧村田邸）木造2階建161.37平成3年3月1日

4寸松堂木造2階建、搭屋付421.22平成4年2月1日

5日本基督教団鎌倉教会会堂

鉄筋コンクリート

造2階建、塔屋付

317.16平成4年3月30日

7かいひん荘鎌倉木造2階建136.92平成4年8月1日

8石川邸（旧里見弴邸）木造2階建294.19平成6年2月1日

9

10川合邸木造平屋建83.23平成7年1月1日

11鎌倉聖ミカエル教会聖堂木造平屋建80.96平成7年1月1日

12鎌倉市長谷子ども会館（旧諸戸邸）木造2階建118.86平成7年1月1日

13白日堂木造2階建205.19平成8年3月1日

14小池邸木造2階建130.20平成8年3月1日

15石島邸木造2階建229.25平成9年3月1日

16旧安保小児科医院木造2階建115.22平成9年3月1日

17高野邸木造2階建155.04平成10年4月1日

18村上邸木造2階建456.35平成11年12月1日

19旅館対僊閣木造2階建393.99平成12年10月1日

20笹野邸木造2階建395.92平成13年1月1日

21のり真安齋商店木造2階建310.68平成13年5月1日

22三河屋本店

木造2階建、蔵は木

造平家

436.52平成14年4月1日

23東勝寺橋

上路式鉄筋コンク

リートアーチ橋

橋長10.65ｍ平成14年4月1日

24檑亭（旧清香園）

木造一部鉄筋コン

クリート造2階建、

山門は四脚門

424.60平成15年3月31日

25湯浅物産館木造2階建400.84平成15年3月31日

26去来庵木造1階建123.71平成16年3月31日

27ホテルニューカマクラ木造2階建303.26平成16年3月31日

28平井家住宅・長屋門

木造平屋建・木造2

階建

194.42・183.42平成18年4月1日

29旧華頂宮邸木造3階建577.79平成18年4月1日

30野尻邸（旧大佛次郎茶邸）木造平屋建155.80平成21年3月2日

31加賀谷邸木造2階建312.60平成21年3月2日

32成瀬家住宅木造平屋建151.30平成21年9月1日

指定No.名　　称構　　造延床面積（㎡）指定年月日

第1号旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）木造平屋建145.86平成22年9月1日

320.87平成4年3月30日

日本基督教団鎌倉教会付属ハリス記

念鎌倉幼稚園

景観重要建築物等

景観重要建造物

※平成15年12月指定解除

33極楽洞

構造形式／単線断

面、レンガ造

平成22年11月24日

6

内空高／5.285m

内空幅／3.940m

鉄筋コンクリート

造2階建


江戸期の生活には、自然災害に再三見舞われながらも、復興を遂げてきた民衆の力強さが感じられます。また、再興された寺社や名所名跡を訪ねる観光客が増えるとともに門前町としての賑わいをみせ、旅篭の建築など観光地としての基盤が築かれていった時代でもあります。
再三の洪水、地震等の自然災害や火災、飢饉に見舞われながらも、助け合いながら復興をしていった民衆の知恵と活力に学ばなければならない点も数多くあるといえます。
３ 文化人たちが築いた文化（明治期以降）

	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸
術
文
化
	事 象
	・さまざまな文学・絵画・彫刻作品

・財界人からの支援による芸術作品

・映画発信の地となった松竹大船撮影所
	・鎌倉文士、芸術家

・同人誌「白樺」の作家たち

・文化人の交流と発信の姿勢

・鎌倉ペンクラブ    ・薪能

・芸術家を支える支援者の出現

	
	特 徴
	・文学作品、芸術作品等が残り鎌倉の財産となっている
	・文化人の足跡が多く残っており、 鎌倉らしさの要因になっている

	生 活 文 化
	事 象
	・別荘地としての敷地割り

・別荘建築、華族の別荘

・別荘を背景とした商店街

・鎌倉海浜院　　
・湘南サナトリウム

・大船田園都市構想
・鎌倉御用邸 ・鎌倉師範学校開設

・横須賀線開通 
・江ノ電開通
	・鎌倉アカデミア

・別荘地としてのプライド

・文学作品に残る別荘地情景

・御用聞き制度    ・観光地

・自然と共生する住意識

・ロケ地としての鎌倉の風景

・市民文化を支える土壌

・鎌倉カーニバル

・個性のある商店街づくり

	
	特 徴
	・海水浴場など別荘とともに発展した

・大きな敷地が分割されて残り敷地が変化しつつある。
・建築や商店は残っているものもあり昔の面影が残る
	・自然環境に対する高い意識として受け継がれている




[image: image13.emf]鎌倉市の観光事情〈平成26年度版〉（観光商工課資料）

（単位：万人）

2009年2010年2011年2012年2013年

各寺社

515511458514621

鶴岡八幡宮

9431020102110831294

銭洗弁財天

1121068986107

鎌倉海岸

219229168214202

天園ハイキングコース

4642353539

鎌倉国宝館

66565

鎌倉文学館

101091011

川喜多映画記念館

----2

県立フラワーセンター

2622212120

県立近代美術館

54456

鎌倉市の観光事情〈平成26年度版〉（観光商工課資料）



※

川喜多映画記念館　平成２５年から調査開始

鎌倉の観光客数

        主要観光地別来訪状況

2009年は天候不

順、2011年は東日

本大震災の影響

により減少してい

る。

1,6001,7001,8001,9002,0002,1002,2002,3002,400

2000年2001年2002年2003年2004年2005年2006年2007年2008年2009年2010年2011年2012年2013年

1,6791,8451,7821,7681,8161,8401,8461,8691,9341,8831,9491,8111,9742,308

（万人）


明治期以降の新たな市民社会の到来は、さまざまな文化の集積を促し、現在の鎌倉の文化を形づくったといえます。鎌倉ゆかりの文化人たちが築いた文化を大切にするとともに、鎌倉アカデミア、鎌倉カーニバルなどの社会的活動を検証し、そのまちづくりの精神を現代生活のなかに生かす方策を見つけ出すことも必要となります。

また、鎌倉文士ほか多くの文化人の活動が現在の鎌倉らしさを生み出しました。その土壌を大切にしながら現在に活躍する芸術家たちを支える仕組みづくりが望まれます。

鎌倉は明治期から大正期にかけて別荘地として栄え、当時の建物のいくつかは今も残っています。これらの建物は周囲の景色とあいまって鎌倉の特徴ある景観をつくり出しています。鎌倉に残る重要建築物を調査し、保存継承しながら歴史を生かしたまちづくりに活用していくことが求められます。
また、この時代に生まれた市民自治の意識を継承し、将来のまちづくりに生かしていくことが望まれます。

４ 市民活動にささえられた文化
	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸術文化
	事 象
	・鎌倉国宝館


	・芸術作品の保護



	
	特 徴
	・現在の市民活動の原型となった
	・文学者や芸術家が核となる市民運動

	  生 活 文 化
	事 象
	・（一社）鎌倉同人会の設立

・鎌倉青年団による史蹟指導標

・ナショナルトラストとして買い取った御谷の山林

・鎌倉市民座

・（公財）鎌倉風致保存会の設立

・ＮＰＯセンターの設置
	・震災ボランティア

・御谷の自然を守る運動

・ナショナルトラストを生む土壌

・古都保存法の制定につながる運動

・市民による美化運動

・緑地保全運動

・さまざまな市民活動の出現

	
	特 徴
	・市民活動、活動支援、法整備などに成果がみられる

・市民活動を行う場が提供された


	・鎌倉の市民性として語られる特徴である地域に対しての熱い思いの現われ



鎌倉に住んだ文化人たちは、さまざまな形で鎌倉の発展に関わってきました。歴史のある鎌倉同人会や鎌倉風致保存会の活動、各種のボランティア活動が地域社会の運営の一翼を担い支えてきました。現在では、ＮＰＯをはじめとする市民活動団体も活発な活動を展開しています。

 今後も多くの市民が参加できるような協働・共生の仕組みを確立していくとともに、市民活動団体間の連携を図りながら活動しやすい環境づくりが必要となります。
  さらに、本市では多くの市民の参加を得て生涯学習活動が盛んに行われています。今後もより充実した生涯学習活動ができるよう支援を行う必要があります。

５ 平和をささえる文化
	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸術文化
	事 象
	・平和劇
	・文化人が発起人となった平和大会



	
	特 徴
	・平和の大切さを訴え続けている
	・平和を考える行動の機動力としての文化人の活躍と果たした役割



	 生 活 文 化
	事 象
	・鎌倉駅前に植えられた平和の木


	・恒久平和への決意

・盛んな平和運動を生む意識

・鎌倉平和大会の開催

・海の平和祭の開催

・全国の自治体に先駆けた平和都市宣言の制定

・市民運営による平和推進事業

	
	特 徴
	・平和の木は市役所に移植され、平和のシンボルとなっている


	・古都であることで戦禍を免れた鎌倉での平和意識の意義と説得力



鎌倉には文化人たちが率先して平和運動を進めた歴史があり、戦後のこの活動が平和精神の拠りどころとなり、その後も多くの市民が引き継ぎ現在に至っています。

今後も日常生活のなかで平和に対する意識や行動を促し、市民が機動力となり継続的な活動をしていける環境づくりが必要です。

また、戦争に対する平和だけではなく、平和で安全な社会と日常生活を築き上げる市民の不断の努力も必要となります。

６ 歴史的環境と自然環境にはぐくまれた文化
	
	形のあるもの
	形のないもの

	芸術文化
	事 象
	・県立近代美術館

・鎌倉文学館

・鎌倉芸術館
	・芸術家が好んだ古都のステータス

	
	特 徴
	・歴史・自然と芸術の接点は、仏教芸術が主導的であったが、鎌倉の環境から生み出されるものも多い
	・歴史・自然を好む文化人や芸術家が鎌倉を愛した

	  生 活 文 化
	事 象
	・三方を取り囲む山々

・緑の山々を背に海に開ける風景

・鎌倉海浜院と別荘

・海水浴場

・漁港

・若宮大路

・県立フラワーセンター大船植物園

	・人間と共生する自然の景観

・温暖な気候の生活スタイル

・保養地、観光地としての名声

・名士や外国人の逗留
・外国仕込みのハイカラ文化

・花火大会 　
・サーフィン
・ぼんぼり祭

・芸術家が好んだ古都のステータス
・独特な谷戸の地形を理解した生活形態

	
	特 徴
	・昭和30年～40年代の大規模開発により自然体系が変化し、失われたものが多い

・鎌倉の特徴的な地形

・戦禍を受けなかったまち並み
	・鎌倉の魅力として継承されている事象

・歴史・自然を好む文化人や芸術家が鎌倉を愛した

・鎌倉の景観はテレビ・映画の舞台となることが多い



鎌倉の歴史と、山と海に囲まれた自然環境が文化を育ててきました。

この歴史と豊かな自然環境のなかではぐくまれた芸術を大切にするとともに、鎌倉の環境と共生して生活していく知恵を持つことが大切です。
また、鎌倉の発展の過程で海の果たした役割は非常に大きいものがあります。将来にわたり鎌倉らしさを継承し鎌倉の魅力を高めていくには、海浜景観の維持・回復、漁港等の再生など広い視野から海について検証し、文化の発信の地でありつづけることが望まれます。
そして、このような活動が鎌倉の風土と歴史に憧れて、この地を訪れる観光客や来訪者に対する文化都市鎌倉のイメージの高揚に役立つものとなると思われます。
第５章　文化政策への視点

第３次鎌倉市総合計画では、鎌倉のあるべき将来像を「古都としての風格を保ちながら生きる喜びと新しい魅力を創造するまち」とし、この将来像の実現に向けて、６つの将来目標を定め、その１つに「歴史を継承し、文化を創造するまち」を定めています。
　この将来目標の達成と充実を図るため、「芸術文化」の領域だけではなく、まちづくりという市民生活全般、つまり「生活文化」の領域についても文化の視点をもって政策を推進する必要があります。

「第４章 鎌倉の文化の特徴と課題」のなかで挙げた事項の中にあるそれぞれのキーワードについて整理し、「文化の検証と研究」「文化の継承」「文化の支援」「文化の交流」「文化の創造と発信」の５項目に体系化を行い、さらに項目ごとに｢芸術文化｣と「生活文化」に分類して文化政策への視点を明らかにしました。



鎌倉には、中世の精神文化や近代になって鎌倉に居住した文化人たちが築いた文化、あるいは別荘文化、市民活動から生まれた文化などさまざまな形の文化があります。また中世の建築様式や仏像などの歴史的遺産、伝統工芸や鎌倉に住んだ芸術家たちによる優れた芸術作品なども数多く残されています。現在の鎌倉の文化を形成した事柄の検証や研究を引き続き進め、的確な評価を行い、次代へ継承すべきものは適切な方法をとることが求められます。
【芸術文化について】

■ 歴史や文化の発掘と研究
  現在にいたる鎌倉の歴史を検証し事実を知るとともに、未研究の分野について体系的調査研究を行い、研究結果のデータを整理し広く公開していくことに努めます。
■ 歴史や文化の再評価と再考

  歴史や文化は時代の流れのなかで評価され選択され、その過程を経たものが次代へ受け継がれます。そして受け継がれたものは新たな価値を創造し、新しい文化として引き継がれていきます。大切な歴史や文化を失わないよう歴史や文化の再評価を行い、何を継承すべきなのかを明らかにし確実に受け継ぐ体制づくりに努めます。

【生活文化について】

■ 現在の生活に取り入れるものの検証
  昔から引き継がれてきた生活の中の文化や知恵、または眠ってしまっている数々の文化資源の検証を行い、現在の生活の中に使いこなす方法や役立たせる方法の確立に努めます。
■ 現在の生活に影響を与えた近代史の研究
  現在の生活文化形成に強い影響を与えた明治期以降の文化人や芸術家たちがどのように地域文化を形成してきたのか、さらには市民活動や別荘文化の成り立ち、市街地の形成等について、基礎資料収集や研究を進めます。また、自然と共存していくための自然との接し方や自然との調和についての考察に努めます。
■ 重要建築物の検証
  市内には別荘建築の流れをくむ洋風や和風の近代建築物が数多く残っていますが、相続問題や建て替え等により急速に姿を消しつつあるのが現状です。これらの近代建築物を市民の共有財産ととらえ、保全・活用へのステップとして存在確認とリスト化を行い、それらについて検証を進めることに努めます。
■ 海に関する文化の検証

  鎌倉を取り囲む山や緑豊かな自然環境の美しさは鎌倉の特色です。海辺や海周辺のまち並みも鎌倉らしさを強く感じる風景の一つとなっています。この海の風景に憧れて住みつき、サーフィンなどの若者文化を作り出した人々も数多くいます。海水浴場・漁港・景勝地などの海がもっている魅力が鎌倉にもたらした文化的価値について研究を行い検証を進め、鎌倉における海の魅力を明らかにすることに努めます。

市内には中世武家社会から受け継がれる寺や神社が点在し、中世の建築様式や仏像などの歴史的遺産が数多く残っており、今も鎌倉の文化をつくっています。これらの文化財は、その地域や各時代の生活文化の歩みを物語る貴重なものです。また、武家社会の繁栄とともに、人々の生活の中で生まれ伝えられてきた地域の歴史文化といえる郷土芸能など、数多くの伝統芸能も伝承されています。
また、一方の鎌倉の文化を象徴する明治期から昭和初期の時代に建てられた建築物や別荘文化に代表される住民がつくりあげた風土もあります。

  これらの継承していくべき文化の評価を行い、その活用を図っていく必要があります。

【芸術文化について】
· 継承すべき文化の評価

  文化が受け継がれるには、その内容が評価・選択されて次代に継承されていく必要があります。継承すべきものについて分類・体系化を行い、緊急度の面からの検証等を行いながら鎌倉にふさわしいものを選択していく体制づくりに努めます。
■ 歴史的遺産や鎌倉ゆかりの作品の保存と活用
  貴重な歴史的遺産を保存・活用し次代に継承するため、史跡管理体制の整備、国宝館所蔵資料の充実、文化財資料館及び博物館の整備を行い、保存・活用の体制づくりを進める必要があります。また、鎌倉文学館の収蔵資料の充実や美術館の整備を行い、鎌倉を愛した文学者、画家、彫刻家たちの作品を保全、研究、展示する体制づくりに努めます。
■ 鎌倉ではぐくまれた芸術文化の継承
  鎌倉彫に代表される伝統工芸や鎌倉で育った映像文化などの継承を図るため、記録・保護・伝承・公開・活用といった文化を継承していける仕組みづくりに努めるとともに、多くの人が参加できる行事や事業を企画・実施していくことに努めます。
【生活文化について】
■ 文化を共有する場の設定
  日常生活の中の文化をどのように継承していくか、生活や伝統について考えるワークショップの開催など、多くの人々が参加し、文化について考え触発される場を設定することに努めます。
■ 重要建築物等の保全・活用
  市内に残る洋風や和風の近代建築物には、その時代の人々が生活してきたなごりがあります。これらの建築物を保全・活用するため、市民との協働による維持・管理・運営体制について検討を行い、歴史を生かしたまちづくりに活用していきます。

■ 生活の知恵・工夫の継承
豊かな自然や昔から親しまれている祭や郷土芸能、地域に根ざした文化行事、歴史的な建築物などは、それ自体が価値を持つばかりではなく、郷土への愛着を深め市民共通の拠り所となるとともに、鎌倉の魅力を高め、観光客等を誘引する要因ともなるものです。鎌倉まつり、薪能、ぼんぼり祭、花火大会などの鎌倉の風物詩を次代へ継承するとともに、生活を豊かにするために培われてきた生活の知恵、例えば、谷戸の自然と調和した暮らし方などを現在の生活に取り込んでいく方策を検討していきます。
■ 鎌倉の歴史を知る場の設置
鎌倉のもつ歴史や文化財について理解と関心を深め、自分の住むまちの歴史を知ることで郷土に対する愛情がいっそう深まります。特に中世からの歴史と散逸しがちな民俗資料、文化財資料などを保管・展示する文化財資料館や博物館の整備について検討していきます。
■ 良好な都市景観の維持
歴史・文化と調和した景観を維持していくことは都市の活力を将来にわたって維持していくうえで欠かすことのできないものです。自然環境と歴史的遺産が融和した環境を大切にし、市民生活との調和を図りながら古都にふさわしい都市景観の維持・形成に努めます。
· 平和意識の醸成
市民による平和への取り組みを背景に全国の自治体に先駆けて「平和都市宣言」を行い、永久に平和都市であることを宣言した本市においては、今後も｢平和都市宣言｣｢市民憲章｣の精神に基づき、市民と行政が協力しながら平和についての意識の醸成を図ることに努めます。


自由時間の増大、情報技術の発達、長寿化などを背景に美術、音楽、演劇などを鑑賞する機会が増えるとともに、自らが文化活動に参加する機会が増えています。
鎌倉には、過去に鎌倉アカデミアを誕生させた土壌があり、生涯学習に対する関心も高く、生涯学習センターや教養センターでの活動、市内の大学などにおけるリカレント教育も盛んに行われ多くの市民が参加しています。
今後もさまざまな芸術や文化に接することができるよう、作り手と受け手をつなぐアートマネージメントの充実や、市民と行政が協力して活動ができる仕組みづくりを行う必要があります。
【芸術文化について】

■ 鑑賞する機会の提供
芸術を鑑賞する機会と鎌倉の歴史を実感できる場を継続的に提供していくために、鎌倉芸術館、鎌倉文学館、鏑木清方記念美術館、川喜多映画記念館、鎌倉国宝館、鎌倉生涯学習センター等の公共施設間の連携を図るとともに、民間の美術館、博物館とも連携を図り、まち全体がミュージアムとなるような空間の実現をめざします。
■ 参加する機会の提供
地域文化の振興のため、アーティストの指導と協力を得ながらさまざまなワークショップを開催するとともに、市民自らが企画運営を行う事業、生涯学習センター活動、文化施設事業の充実を図り、文化活動に参加できる場や機会を継続的に提供していくことに努めます。
■ アートマネージメントの充実
芸術文化についての市場調査、企画立案、実行に向けた交渉、事後評価を適切に実行できる能力を有し、作り手と受け手をつなぎ、文化と市民の出会いをつくることができるアートマネージャーを育成する必要があります。そのアートマネージメントから芸術家と観客の間の信頼関係が生まれ、地域に根差した芸術文化が生まれます。
【生活文化について】

■ 市民と行政が協力して行う支援
文化事業を安定的に展開し支援していくためには中長期的な資金の確保や人材の確保が不可欠となります。そのため文化に関わる資金の調達や人材の発掘のため市民・企業・行政が協力をして、活動できる仕組みづくりを行う必要があります。ボランティアの組織化をはじめ、市民・企業・行政による資金の分担、寄付活動など多面的な活動を通じて文化活動の支援や活性化が図られるよう努めます。
■ 生涯学習の推進
一人ひとりが自分の能力を伸ばし、豊かな生活を実感するためには人生のどの時期からも学べる体制づくりが必要です。生涯学習活動を展開できる場の確保や学習情報の収集・提供などを充実し、「いつでも」「どこでも」「だれもが」参加できる地域の環境づくりを進めます。
· 歴史的文化に学ぶ活動への支援
日本のナショナルトラスト発祥の地である本市の先進的な市民活動の精神を生かし、歴史的文化についての研究会、シンポジウム、ワークショップ、見学会などが今後も活発に行われていくように努めます。

  都市間の交流をはじめ、異なる文化や世代の交流を図り相互理解を深めることは、地域の持つ文化に奥行きや広さをもたらすとともに、交流を通じ鎌倉独自の文化が再認識でき、文化を大切にしようとする心も生まれます。海外との交流においても同様で、その国の長い歴史のなかで生まれた文化を比較研究することで、鎌倉の新たな文化を創造することにもつながります。

  今後も都市間交流や世代間の交流を促進するとともに、美術・音楽・演劇・文学などに関する情報の収集・提供体制の整備などを図っていくことが求められます。

【芸術文化について】

■ 交流の場や機会の確保
地域文化は、さまざまな人と出会い触発されてはぐくまれるものです。芸術家と一般の人々の交流、プロとアマチュアの交流、世代間の交流などを活発化するとともに、発表する機会の確保や場の確保に努めます。
■ 文化施設情報のネットワーク
近隣都市のホールや美術館などの情報を収集し、一元化して情報提供を行う必要があります。また、公立美術館等の文化施設と民間美術館等が協力して、まち全体がミュージアム空間となるようネットワーク化を目指します。

【生活文化について】
■ 都市間交流の推進
さまざまな人たちと交流し、それぞれの文化や習慣を理解し合えるよう国際交流を進めることが必要です。また、市民や民間団体が中心となって行う国内外との都市交流を支援し、世代や地域を超えた交流を図ることに努めます。

· 交流によるまちづくり
鎌倉には江戸期後期から多くの観光客や保養客らが訪れ、鎌倉の文化の形成に影響を与えました。また、現在では映画やテレビドラマ等にも鎌倉が数多く登場しています。このことは鎌倉のたたずまいや文化が評価されているという証しでもあり、鎌倉の魅力を市民が再認識するきっかけにもなります。鎌倉を愛し訪れる人々との交流を通じ、外から見た感覚を取り入れたまちづくりもできるよう検討します。
· 文化情報の充実

豊かな鎌倉の文化を作り出すには積極的な文化情報の収集・提供が必要です。また他地域への文化発信を行い交流を深めることも大切であり、近隣都市や歴史的に関連のある都市、自然環境などの都市環境が似ている都市等との文化交流を通じ、都市間の広域交流を図ることに努めます。




鎌倉は三方を山に囲まれながら、主要な眺望場所からは輝く海が見え、街中からは山々の緑が見える人の活動にとって最適な規模の都市として発展してきました。
  山と海の自然環境と歴史的遺産が調和した都市景観や生活形態は鎌倉の基本的なイメージをつくりあげています。今後も鎌倉らしさの象徴である自然環境と歴史的遺産を基本にしたまちづくりを進め、現代にふさわしい新しい鎌倉の文化を創造するとともに、鎌倉としてのアイデンティティーを発信していくことが求められます。

  また、文化施設の活用に当たっては、その施設の特徴を活かした文化プロデュースを行い、文化を発信していくことが求められます。

【芸術文化について】

· 文化プロデュースの必要性
芸術文化の創造・育成・鑑賞・交流・研究といったさまざまな局面で充実を図ることが求められます。
特に、鎌倉芸術館、鎌倉文学館、鏑木清方記念美術館、川喜多映画記念館などはそれぞれの施設の持つ文化性を踏まえ、利用者のニーズに合致した文化をプロデュースし、地域の文化発信の拠点として、より魅力のある事業を展開していくことが求められます。

■ 文化発信の場の整備
旧華頂宮邸の整備活用を行うとともに、美術館や文化財資料館、博物館等の整備について野村総合研究所跡地の利用も斟酌しながら、まち全体がミュージアム空間になるように配置していくことが必要です。また、各施設のコンセプトやテーマを明確にし、最新の情報通信技術などの利用も検討し、その文化施設の存在価値をアピールできる運営を行っていくことに努めます。

■ 文化情報の発信

鎌倉にある文化資源をマスコミ、情報誌、インターネット、ケーブルテレビ、鎌倉ＦＭなどの情報網を使い、広くアピールしていくことが求められます。また、文化施設間のネットワークを行うなかで役割分担を行い、より専門性の高い資料や情報を収集し発信することも求められており、利用者に対し的確な情報が提供できる体制づくりに努めます。
【生活文化について】

■ 鎌倉らしさを大切にしたまちづくり

鎌倉のまちの特性、例えば若宮大路や七切通などの鎌倉時代に形成された都市の骨格や、鎌倉石を積み上げた石垣や生け垣を回らせた風情のある住宅地など、鎌倉らしい都市の記憶を大切にしたまちづくりに努めます。

■ 良好な都市景観形成

三方を山に囲まれた自然環境、谷戸から流れる川により創り出される水辺空間、南側に開ける明るい海など、それぞれが持つ特性を生かし、ヒューマンスケールの調和のとれた都市景観をつくりだすために自然景観の保全・再生・創出に努めます。

■ 市民と行政が協力して行う文化の発信

文化は芸術活動や日々の生活の中で、市民どうしのさまざまな活動により創造され発信されていきます。文化形成の主役となるのは市民一人ひとりであり、それを側面から支えていくのが行政の役割となります。それぞれがその役割を果たしお互いに協力をして新しい文化を創造し、発信していく体制づくりに努めます。

· 世界遺産登録に向けて
鎌倉には中世からの都市の骨格として海から鶴岡八幡宮に達する若宮大路や周囲の山際に造営された寺院が現存しています。また、周囲の丘陵には外部に通じる険しい道である切通しや切岸、平場、堀切、やぐらなども現存しており中世武家政治を偲ぶことができます。これらのかけがえのない文化遺産について、保護されるべき人類共通の遺産として世界に発信していくため「世界遺産」登録に向けた取り組みを進め、その実現に努めます。


	



















「文化の検証と研究」「文化の継承」「文化の支援」「文化の交流」「文化の発信」は、それぞれに関連をもって作用し合いながら、新たな文化が生まれ育っていきます。

これら私たちの日々の活動の積み重ねにより鎌倉の文化が継承され、新たな文化が創造されるとともに発信をしていくことになります。

次章（第６章）では、文化の担い手の協力と連携について考察を行います。




第６章　プラン実現に向けて

  鎌倉の歴史のなかで形成された文化を継承し、２１世紀初頭の新たな地域文化を創造・発信していくには、社会を構成する要素である市民、ＮＰＯをはじめとする市民活動団体、各種経済団体、企業、行政などがそれぞれの責任で役割を果たしながら連携を保ち、継続的に取り組む協働型を推進する必要があります。

  それぞれの持つ力を最大限に発揮し、社会全体で文化を育て継承し、発信していくことが求められています。


(1) 市民について
２１世紀は市民一人ひとりが、自由で自発的な活動を行い社会に参画して、個人を基盤とした新たな文化を創り出していく世紀であると考えられ、市民一人ひとりは文化の創り手であると同時に、文化を楽しみ育て発信していく主体であると考えられます。

鎌倉では、市民の参画を得てまちづくりを進めることを基本としており、市民参画によるまちづくりの環境が育ってきています。

鎌倉の文化を育て、次代の人々に伝えるには、鎌倉に住んだ先達もそうであったように、山や海や歴史や景観などの鎌倉に関する多くの情報に接し共有することが基本となります。そして、歴史と自然に恵まれたかけがえのないこのまちを愛し、鎌倉というまちや隣人とどのように調和して暮らしたらよいのかを考え行動することが求められます。

鎌倉の良き文化の再認識、例えば谷戸における自然と調和した暮らし方、海から得られるさまざまな恩恵などを考え直すことも必要です。

また、鎌倉芸術館、鎌倉国宝館、鎌倉文学館、鏑木清方記念美術館、川喜多映画記念館などの文化施設に出向き、ワークショップなどイベントへの参加、あるいは舞台芸術や音楽、展示などの鑑賞を通じて、より深く鎌倉を知り楽しむことで感性を磨くことも大切なことと考えられます。

このように文化に参加し文化を楽しむことにより、多様な価値観や高い感性が生まれ育ち、 個人を基盤とした成熟した社会が生まれます。そして、このことが文化を育て、新しい文化を創造する原動力となります。
(2) ＮＰＯをはじめとする市民活動団体について

 平成10年（1998年）に特定非営利活動促進法が制定され、今後ますますＮＰＯをはじめとする市民活動団体は、さまざまな分野でしなやかな市民の力を結集し、先見性を発揮しながら地域を支えていく団体に成長していくものと考えられます。
 活動の範囲が広がると同時に地域をリードする団体として責任ある行動と実践が求められることは言うまでもないことで、そのことが鎌倉の文化性を高めることにもつながります。

 例えば、ＮＰＯ等が地域文化の発展のため人材を発掘・育成しながらさまざまな研究会、シンポジウム、ワークショップ等を開催するとともに、将来的には利用者の感覚にたった文化施設運営を行い、事業の企画立案、交渉、事後調査などをするアートマネージャーとして腕を振うことも期待できます。また、国内外の都市や市民との交流により、その国、その地域に根ざした生活や文化を生活者の立場から学ぶことも可能となります。

 今後このような活動を広範に行っていくには、ＮＰＯをはじめとする市民活動団体どうしの協動、並びに体制の整備と強化、経済団体・企業との協働、並びに体制の充実が望まれるとともに、行政との連携が十分に果たされていく仕組みづくりが必要となります。

(3) 企業等について

鎌倉を活動拠点とする企業や各種経済団体は、地域文化や地域活性化のために各種イベントの開催や地域行事へのいろいろな援助を行い、以前からさまざまな形で社会に貢献してきました。

また、企業も一市民として心豊かな地域社会への実現に向けて貢献し、社会的責任を自覚した企業市民でなければならないという考えから、社会貢献の必要性や重要性が高まり、企業メセナといわれる直接的な見返りを求めない文化・芸術振興のための支援活動が定着してきました。企業と地域文化の理想的な関係を構築するのが企業メセナの役割であるといえます。
企業等が地域文化に貢献して文化を守り育てることは、地域の活性化につながり、活発化された地域から企業や商工業活動、あるいは漁業等の活動をささえる人材の輩出も期待できます。

芸術文化の領域に限らず生活文化の領域にも、これらの企業等がその本来の経済活動を通じて貢献する余地が多くあります。また、市民との協働を通じて、資金援助をはじめ人材や企業のホール、ギャラリーなどの施設活用面での支援、さらには文化事業の実施など多面的な支援が期待できます。

この他にもさまざまな協力関係の展開が期待でき、景観をはじめとする、まちのたたずまいや地域文化の創造と発信に彩りが添えられるものと考えられます。

市民文化を育て継承し、次代に発信していく主役は市民一人ひとりであることはいうまでもありませんが、行政にはさまざまな面から文化を支援していくという大きな役割があります。
ただし、文化は採算ベースでは考えにくい活動であり、特に今日の経済情勢や財政状況の下では継続して支援を行うことが難しい現実にも直面しています。しかし、そうした状況の下であるが故に、行政のなかでも知恵を絞り工夫をして支援が続けられるような体制づくりを行う必要があります。さらに行政の各セクションにおいては今後とも文化の視点を持ち、予算の編成や事業運営を行うことが求められます。

また、文化は生活のあらゆる場面に関係するため、従来の行政システムの枠内だけでは十分な対応をしていくことができないこともあります。

多岐にわたる文化に関する課題を解決するためには、政策課題ごとに市民をはじめ研究者や実務者などの専門家を加えた横断的なプロジェクトを組織して文化に関する政策を推進することも必要になります。

今後の文化所管セクションは、さまざまなネットワークを利用しながら市民の文化ニーズを把握し文化に関する情報を提供するとともに、生活上の各分野において専門的知識や先見性を有していると思われる市民、ＮＰＯをはじめとする市民活動団体、企業等と協力しながら地域を活性化する政策を推進していくことが必要です。
このことを実現するためには、文化についての支援や課題に向けた庁内外の諸調整をはじめ、市民感覚を生かした文化事業の育成（インキュベート）などを行う横断的な企画調整機関として文化所管セクションを位置づけ、鎌倉の文化に対応する総合的な政策を展開できるような柔軟な組織にしていくことが求められます。


文化に関する課題や政策は、芸術や文化財などの特定な分野に限定されるものではなく生活全般に及ぶことはいうまでもありません。そうした時代状況のなかで文化的な課題に取り組むには、鎌倉の文化を継承し、新たな文化を創造・発信していく主体は市民一人ひとりにあるという認識に立つ必要があります。
その市民一人ひとりとが連携し、さまざまな分野で生きた活動を行うのが２１世紀の「市民社会」といえます。

地域社会を運営するのは、多様な市民の自主的な取り組みとそれを支える制度、そしてそうした活動と連携しながら政策を進めていく市民と行政のパートナーシップにあるといえます。

鎌倉には中世からの歴史性と明治期以降の近代性や訪れる人たちの現代性との混在があります。また、近年の速いスピードで変化する社会のもたらす現象と鎌倉の持つ特性をいかに調和させるか、さらには自然の豊かさや歴史、風土など地域の特性や文化を生かした「まち」を創るためには、いま何が必要なのか、文化の持つ役割が大きくなる時代に改めて取り組み姿勢が問われます。

このような課題を文化の面から解決するためには、市民、ＮＰＯをはじめとする市民活動団体、各種経済団体、企業、行政など、文化に関わる全ての人々が、それぞれの分野における活動や生活のなかで、その置かれた立場や役割を認識し、お互いに連携しながら、文化を育て継承し、創造・発信していくことが求められます。

この市民を中核とするパワーこそが２１世紀の私たちの「まち」を創るための原動力となるわけです。 このことは、「第３章 鎌倉の文化について」並びに「第４章 鎌倉の文化の特徴と課題」に記述している鎌倉の歴史からも学ぶことができます。

すなわち、市民などの力や個々の自発的な活動により、現在の鎌倉の文化が形成されており、またその歴史は、このような市民の活動を通じて現在に生き、未来の歴史や文化が形成されていくものといえます。

さらに、こうした鎌倉の文化形成の状況について、関係自治体等との間で活発な交流や情報の交換を行うことにより、相互の連携、協力関係の発展に寄与するものと考えられます。

この「鎌倉市文化推進プラン２１」が、それぞれの課題について、２１世紀初頭における鎌倉の文化に対する視点や方向性を共に考え、実現に向けて連携しながら行動していくための「指針」となることを望みます。

関連する行政施策（第３次鎌倉市総合計画・後期実施計画）
	■ 鎌倉の文化形成に係る現在の行政計画には、以下のような事業計画があります。

・川喜多映画記念館の運営（文化人権推進課）　 
   ［川喜多映画記念館の運営と旧和辻邸の整備、活用］
	
	
	
	

	・（仮称）鎌倉美術館の整備(文化人権推進課)
   ［美術館の市内適地の情報収集と、市が保有する美術品の適正な保管］
	
	
	

	・平和推進事業の推進（文化人権推進課）

   ［憲法記念講演会、平和のつどい、市民平和文化展等の開催］
	
	
	
	
	

	・国際交流の推進（文化人権推進課）

   ［国際交流フェスティバル等の実施］
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・都市交流の推進（秘書広報課）

   ［都市間交流事業の実施］
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・史跡の公有地化（文化財課）

   ［永福寺跡、鶴岡八幡宮境内、北条氏常盤亭跡、化粧坂、名越切通の史跡保存のための公有地化の推進］
	
	
	
	
	
	
	
	

	・歴史的風土特別保存地区の指定 (みどり課)

　　［歴史的風土保存区域のうち、枢要な樹林地部分の歴史的風土特別保存地区の指定］
	
	
	
	
	

	・国指定史跡への指定及び指定の検討（文化財課）

   ［西瓜ケ谷やぐら群についての調査と指定に向けた準備］
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・国指定史跡永福寺跡の環境整備（文化財課）

   ［世界遺産登録の候補遺産となる予定の国指定史跡永福寺跡の整備、活用］
	
	
	
	

	・史跡の環境整備（文化財課）

　　[国等指定史跡について、保存・活用に資する必要な環境整備]
	

	・文化財の保存修理（国・県指定文化財）（文化財課）

　　[国・県指定の文化財の保存修理支援とその活用をめざす]
	
	

	・文化財の保存修理（市指定文化財）（文化財課）

　　[市指定の文化財の保存修理支援とその活用をめざす]

	・博物館の整備（文化財課）

   ［埋蔵文化財の発掘調査・研究体制の強化と埋蔵文化財センターの整備］

・鎌倉国宝館の管理運営（鎌倉国宝館）

   [本館空調設備の更新]
	
	

	・世界遺産登録の推進（歴史まちづくり推進担当）

　　[世界遺産登録に向けた取り組み]

	・鎌倉歴史文化交流センターの設置（歴史まちづくり推進担当）

　　[鎌倉の歴史的遺産、文化的遺産を学び、体験・交流でき情報発信をする場としての施設の設置]

	・特別緑地保全地区等の指定の推進（みどり課）

　　[緑の基本計画に沿った特別緑地保全地区等の指定の取り組みと緑のネットワーク形成の推進]

	・緑地確保施策の推進（みどり課）

　　[保全すべき緑地の確保と確保した緑地の整備・充実] 

	・緑地保全基金の積立て（みどり課）

　　[緑地保全施策を推進する財源確保のための緑地保全基金原資の積立て]

	・（仮称）山崎・台峯緑地の整備（公園海浜課）

　　[鎌倉中央公園拡大区域（台峯）の用地取得等を進める]

	・鎌倉海浜公園整備計画の検討（公園海浜課）

　　[鎌倉海浜公園の整備に向けた検討]
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・街区公園の整備（公園海浜課）

　　[市民に身近な街区公園の整備を進める]

	・鎌倉広町緑地の整備(公園海浜課)

　　[用地取得と施設整備]

	・都市計画公園等の整備（公園海浜課）

　　[都市計画決定された公園区域内の用地の取得を促進する]

	・（仮称）山ノ内東瓜ヶ谷緑地の整備（公園海浜課）

　　[用地の取得と整備]

	・（仮称）山ノ内宮下小路２号緑地の整備（公園海浜課）

　　[用地の取得と整備]

	・（仮称）扇湖山荘の整備・活用（公園海浜課）

　　[施設の整備と活用]

	・都市計画公園の運営（公園海浜課）

　　[施設の維持管理]

	・安全・快適な海辺づくり（経営企画課）

　　[安全で快適な海辺づくりのため、関係団体のネットワーク化・拠点の設置に向け、検討を進める]

	・景観計画の運用（都市景観課）

　　[景観計画の運用・充実を図る]

	・旧華頂宮邸の保存と活用の検討（都市景観課）

   [旧華頂宮邸の保全と活用]

	・学校施設の開放（学校施設課）

　　[開放可能教室の活用]

	・図書館利用サービスの充実（中央図書館）

　　[市民との協働による近代史の収集と調査の実施と利用者サービスの充実]

	・ブックスタート事業の推進（中央図書館）

　　[６ヶ月児童向けに絵本の配布・読み聞かせの実施]

	・観光案内施設の整備・充実（観光商工課）

　　[観光案内版、名所掲示板の整備]

	・観光情報の提供充実（観光商工課）

　　[各種パンフレットの発行、ホームページの保守、外国語ガイド支援]
	
	
	
	
	
	
	
	

	・観光プロモーションの推進（観光振興担当）

　　[鎌倉の観光魅力を発信し、国内外からの訪問者の誘致を促進する]



鎌倉市文化マスタープラン策定委員会設置要綱（平成15（2003）年1月策定版）
  （目的・設置）

第１条  本市の文化行政を総合的に推進していくうえでの基本指針となる文化マスタープランの策定に関する事項を検討するため、鎌倉市文化マスタープラン策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

  （所掌事務）

第２条  委員会は、次に掲げる事項について協議・検討する。

 （１） 文化マスタープランの策定に関する事項

 （２） その他必要と認める事項

  （組織）

第３条  委員会は、市長が委嘱する委員１０人以内をもって構成する。

２  委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。

３  委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。

４  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。

  （任期）

第４条  委員の任期は、当該所掌事務が終了するまでとする。

  （部会）

第５条  委員長は、必要に応じて委員会に部会を置き、その所掌事務を分掌させることができる。

  （会議）

第６章  委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

２  委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。

  （意見の聴取）

第７条  委員会は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

  （庶務）

第８条  委員会の庶務は、この委員会の所掌事務を所管する課において処理する。

  （その他の事項）

第９条  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。

   付  則

  この要綱は、平成１１年６月２４日から施行する。

   付  則（第１条、第２条改正）

  この要綱は、平成１１年１２月２８日から施行する。


	
	
	
	◎委員長
	

	
	
	
	○副委員長
	

	
	
	
	□起草委員会委員
	


鎌倉市文化推進プラン２１改訂アドバイザー要綱

（趣旨）

第1条　この要綱は、本市の文化行政の指針となる鎌倉市文化推進プラン２１（以下「プラン」という。）を改訂するに当たり、本市の文化施策の方向性について助言を受け、本市の文化行政を推進するため、鎌倉市文化推進プラン２１改訂アドバイザー（以下「文化推進アドバイザー」という。）の依頼等に関し、必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第2条　文化推進アドバイザーは、次に掲げる事務を所掌する。

1 プラン改訂に関する総合的な助言について

2 鎌倉の文化的特徴等の視点からの助言について

3 Eモニター、市民意見公募等による市民意見の集約についての技術的な助言について

（依頼）

第3条　文化推進アドバイザーは、学識経験を有する者又は鎌倉の文化等、鎌倉に関する該博な知識を有する者のうちから2名以内で市長が依頼する。

（依頼期間）

第４条　文化推進アドバイザーの依頼期間は、２年間とする。

（報償）

第５条　文化推進アドバイザーの報償額は、１人あたり年間、１７，０００円とする。

（庶務）

第６条　文化推進アドバイザーに関する庶務は、経営企画部文化推進課において、処理する。

（その他）

第７条　この要綱に定めるほか、文化推進アドバイザーについて必要な事項は、別に定める。

附　則

この要綱は、平成23年５月12日から施行する。

[image: image1.emf]鎌倉市文化推進プラン２１改訂アドバイザー

氏名

区分

学識経験を有する者

鎌倉に関する該博な知識を有する者

志村　直愛

田中　孝司
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                  第３次鎌倉市総合計画


■鎌倉の将来像


　 ●古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち





■将来像を実現するための目標


　　●人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち


　　●歴史を継承し、文化を創造するまち


　　●都市環境を保全・創造するまち


　　●健やかで心豊かに暮らせるまち


　　●安全で快適な生活を送れるまち


　　●活力ある暮らしやすいまち











鎌倉市文化推進プラン２１


● 文化の継承や保存の仕組みづくり


● 将来にわたる鎌倉の文化創造と発信の仕組みづくり


● ２１世紀の市民のライフスタイルを支える支援と仕組みづくり





課   題





課   題





課   題





課   題





課   題





課   題





１ 文化の検証と研究





２ 文化の継承





３ 文化の支援





４ 文化の交流





５ 文化の発信





日本の登録世界遺産　（［　］は登録年）


■ 文化遺産


  ・法隆寺地域の仏教建造物［１９９３年］


  ・姫路城［１９９３年］


  ・古都京都の文化財［１９９４年］


  ・白川郷・五箇山の合掌造り集落［１９９５年］


  ・原爆ドーム［１９９６年］


  ・厳島神社［１９９６年］


  ・古都奈良の文化財［１９９８年］


  ・日光の社寺［１９９９年］


  ・琉球王国のグスク及び関連遺産群［２０００年］


  ・紀伊山地の霊場と参詣道［２００４年］


  ・石見銀山遺跡とその文化的景観［２００７年］


  ・平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園


及び考古学的遺跡群―［２０１１年］


  ・富士山―信仰の対象と芸術の源泉［２０１３年］


  ・富岡製糸場と絹産業遺産群［２０１４年］


■ 自然遺産


  ・白神山地［１９９３年］


  ・屋久島［１９９３年］


  ・知床［２００５年］


  ・小笠原諸島［２０１１年］








 「世界の文化遺産および自然遺産の保護に関する条約」（世界遺産条約）は、1972年第１７回ユネスコ総会で採択された条約で、日本は1992年に第１２５番目の締結国として仲間入りした。現在、登録をめざす文化庁の暫定リストには次の１１件がある。


・武家の古都・鎌倉


・彦根城


・長崎の教会群とキリスト教関連遺産


・飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群


・国立西洋美術館本館


・北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群


・明治日本の産業革命遺産　九州・山口と関連地域


・宗像・沖ノ島と関連遺産群


・百舌鳥・古市古墳群


・金を中心とする佐渡鉱山の遺産群


・平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺産群―（拡張）





文化の検証と研究





文化が創り出されるメカニズムの研究。創造のための第一歩としての検証の位置づけと評価





研究成果の交流により視野を拡大





最初に継承すべきものを見極める





効果的な文化の支援方策の検証と研究





検証結果の発信による市民意識の向上





世代間交流による自然な文化継承





文化の交流





文化の継承





異分野や都市間の交流が支える仕組みの可能性





継承すべきものを明確にし広く発信していく





交流情報の積極的な発信





文化継承を支える仕組みの構築





支援の送り手と受け手とを円滑につなぐ情報発信が重要





文化の支援





文化の発信





交流が作り出す新たな文化の視点、交流そのものが文化





継承されている良きものを創造のヒントに読み替える





発信なくして創造なし。衆知され、認識されてこそ文化の意味がでてくる





強力な支援が文化を創りだすという発想





新たな文化


［文化の創造］





１ 文化の形成





２ 行政の役割





３ 実現に向けた連携





� EMBED Excel.Sheet.8  ���





� EMBED Excel.Sheet.8  ���








10

_1488290614.xls
支払用

		

								鎌倉市文化マスタープラン策定委員会

														（平成14年11月28日開催）

								氏  名		住  所		報償額		所得税		支払額		受領印

		10,317		◎		1		石山    陽		鎌倉市七里ガ浜東2-39-16		16,500		825		15,675

		17,849				2		岩田    実		鎌倉市山ノ内６７		14,500		725		13,775

		21,708				3		河村  喜史		鎌倉市山崎2336-4		14,500		725		13,775

		16,832				4		五味  文彦		茅ヶ崎市東海岸北4-11-14		14,500		725		13,775

		22,976				5		志村  直愛		文京区本郷5-13-5-402		14,500		725		13,775

		23,638				6		清野  聡子		杉並区浜田山4-18-8-302		14,500		725		13,775

		17,649				7		瀬古  美喜		鎌倉市雪ノ下1-2-32		14,500		725		13,775

		16,752				8		樽井  彰子		鎌倉市西鎌倉3-10-7		14,500		725		13,775

		12,679				9		松澤  優子		鎌倉市山崎2347-2		14,500		725		13,775

						10		養老  孟司		鎌倉市扇ガ谷4-21-11		14,500		725		13,775

						計						147,000		7,350		139,650

								◎委員長





配布用

		

								鎌倉市文化マスタープラン策定委員会委員

								氏    名		区        分

		10,317		◎		1		石山    陽		公共団体及び公共的団体の役員

		17,849				2		岩田    実		市民公募委員

		21,708				3		河村  喜史		公共団体及び公共的団体の役員

		16,832				4		五味  文彦		学識経験を有する者

		22,976				5		志村  直愛		学識経験を有する者

		23,638				6		清野  聡子		学識経験を有する者

		17,649		○		7		瀬古  美喜		学識経験を有する者

		16,752				8		樽井  彰子		公共団体及び公共的団体の役員

		12,679				9		松澤  優子		市民公募委員

						10		養老  孟司		学識経験を有する者

								◎委員長

								○副委員長





一般☆

		

				鎌倉市文化マスタープラン策定委員会委員(平成15（2003）年1月策定版） ヘイセイネンガツサクテイバン

								氏    名		区        分

		10,317		◎		1		石山    陽		公共団体及び公共的団体の役員

		17,849		□		2		岩田    実		市民公募委員

		21,708				3		河村  喜史		公共団体及び公共的団体の役員

		16,832				4		五味  文彦		学識経験を有する者

		22,976		□		5		志村  直愛		学識経験を有する者

		23,638		□		6		清野  聡子		学識経験を有する者

		17,649		○□		7		瀬古  美喜		学識経験を有する者

		16,752				8		樽井  彰子		公共団体及び公共的団体の役員

		12,679				9		松澤  優子		市民公募委員

						10		養老  孟司		学識経験を有する者

								◎委員長

								○副委員長

								□起草委員会委員





一般

		

								鎌倉市文化マスタープラン策定委員会委員

												平成１１年１２月現在

								氏  名		住  所		職業等

		10,317		◎		1		石山    陽		鎌倉市七里ガ浜東2-39-16		鎌倉市観光協会会長

		17,849				2		岩田    実		鎌倉市山ノ内６７		市民公募委員・彫刻家

		21,708				3		河村  喜史		鎌倉市山崎2336-4		前青年会議所理事長・陶芸家

		16,832				4		五味  文彦		茅ヶ崎市東海岸北4-11-14		東京大学文学部教授・日本中世史

		22,976				5		志村  直愛		文京区本郷5-13-5-402		関東学院大学工学部講師・都市景観形成

		23,638				6		清野  聡子		杉並区浜田山4-18-8-302		東京大学大学院総合文化研究科助手・映像生物学

		17,649		○		7		瀬古  美喜		鎌倉市雪ノ下1-2-32		慶應義塾大学経済学部教授・               都市経済学

		16,752				8		樽井  彰子		鎌倉市西鎌倉3-10-7		市民活動センター運営会議事務局長

		12,679				9		松澤  優子		鎌倉市山崎2347-2		市民公募委員・主婦

						10		養老  孟司		鎌倉市扇ガ谷4-21-11		北里大学医学部教授・解剖学

								◎委員長

								○副委員長
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Sheet1

				資    料

						鎌倉市文化推進プラン２１策定の経過（平成15（2003）年1月策定版） ヘイセイネンガツサクテイバン

						鎌倉市文化マスタープラン策定委員会		部 会[起草委員会]

				36,511		第１回：正副委員長の選出、鎌倉の文化について

				36,553		第２回：鎌倉の文化の形成について

				36,637		第３回：今後の鎌倉の文化について

				36,707		第４回：プランの骨格について

				36,725				第１回：プラン骨格の検討

				36,788				第2回：プラン素案の検討

				36,798		第５回：プラン素案について

				36,806

				36,931		第６回：プラン素案について

				36,952				第３回：プラン案の検討

				36,984				第４回：プラン案の検討

				37,001				第５回：プラン案の検討

				37,050		第７回：プラン案（第１章策定の基本的考え方、     第２章基本理念、第３章鎌倉の文化について）

				37,127		第8回：プラン案（第４章鎌倉の文化の特徴と課題）

				37,204		第9回：プラン案（第３章鎌倉の文化について、     第４章鎌倉の文化の特徴と課題）

				37,288		第10回：プラン案（第３章鎌倉の文化について、    第５章文化政策への視点）

				37,358		第11回：プラン案（第５章文化政策への視点）

				37,414		第12回：プラン案（第５章文化政策への視点、      第６章プラン実現に向けて）

				37,495		第13回：プラン案（第５章文化政策への視点、      第６章プラン実現に向けて）

				37,588		第1４回：答申内容の決定

				37,596		市長へ答申

				＊平成12年10月7日		「文化を考えるシンポジウム」開催（於：鎌倉中央公民館ホール）

						基調講演：「歴史にみる鎌倉文化」五味文彦氏

						ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：「２１世紀の鎌倉文化のかたち」

						五味文彦氏、清野聡子氏、藤井経三郎氏、片野順子氏

				＊平成12年10月19日		「市政モニター（28･29･30期）研修会」開催

						内容：鎌倉市文化マスタープランについて
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Sheet1

										鎌倉市の人口構成推移

																		(国勢調査・各年10月１日）

						1970年		1975年		1980年		1985年		1990年		1995年		2000年		2005年		2010年		2015年		2020年		2025年		2030年

				65歳～		7.3%		8.2%		9.8%		11.5%		14.0%		17.6%		21.2%		24.5%		27.6%

				15～64歳		71.1%		68.4%		68.2%		70.0%		71.6%		70.4%		67.7%		64.0%		60.4%

				0～14歳		21.6%		23.4%		22.0%		18.5%		14.4%		12.0%		11.1%		11.5%		12.0%

								０～14歳		15～64歳		65歳～

						1970年		30,033		98,987		10,229		139,249

						1975年		38,689		113,296		13,550		165,535

						1980年		37,929		117,642		16,967		172,538

						1985年		32,474		122,811		20,136		175,421

						1990年		24,991		124,241		24,212		173,444

						1995年		20,379		119,254		29,777		169,410

						2000年		18,590		113,409		35,573		167,572

								19,651		109,480		41,830		170961

						2010年		20,944		105,184		48,108		174236

								20,997		100,665		52,537		174199

						2020年		19,750		99,603		52,736		172089

						2025年		17,743		99,676		50,511		167930

						2030年		16,114		96,795		49,823		162732

								０～14歳		15～64歳		65歳～

						1970年		30,033		98,987		10,229		139,249

								21.6%		71.1%		7.3%		1.000

						1975年		38,689		113,296		13,550		165,535

								23.4%		68.4%		8.2%		1.000

						1980年		37,929		117,642		16,967		172,538

								22.0%		68.2%		9.8%		1.000

						1985年		32,474		122,811		20,136		175,421

								18.5%		70.0%		11.5%		1.000

						1990年		24,991		124,241		24,212		173,444

								14.4%		71.6%		14.0%		1.000

						1995年		20,379		119,254		29,777		169,410
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